
■ 障害科学学位プログラム
【課程： 博⼠後期課程】
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研究指導の概要

学期
モジュール

1
年
次

春

■指導教員1名・副指導教員２名による指導体制の決定（５⽉）
■研究倫理および研究倫理審査申請書の作成に関する講習（春学期）
◆「障害科学研究実践法」（通年１単位必修）を履修：障害科学の教育・⼼理・医
学・福祉のそれぞれの側⾯について、国内外の研究および研究⽅法論に焦点をお
き、広く障害科学を修めるよう指導教員を中⼼に指導する。併せて指導教員の指導
を受けながら、障害科学類の授業補助を⾏うことで、障害に関する理解・伝達⼒を
⾝につける。
◆視覚障害講究Ⅰ、聴覚障害講究Ⅰ、知的・発達・⾏動障害講究Ⅰ、運動障害・病
弱講究Ⅰ、⾳声・⾔語障害講究Ⅰ、障害福祉学講究Ⅰ、障害原理論講究Ⅰのうちか
ら指導教員が担当する「講究Ⅰ」（通年１単位必修）を履修：デザイン発表（10⽉
実施）に向けた研究指導ならびに、デザイン発表後の研究実施・研究発表に係る指
導を⾏う（※論⽂発表会は、6⽉・10⽉・11⽉・2⽉の年4回開催される。学⽣の研
究の進度に応じて、いずれの発表会でも発表が可能である）。
□博⼠論⽂デザイン発表会におけるデザイン発表（標準進度では10⽉期発表会）を
実施し、研究デザインについて、副指導教員ならびに学位プログラム担当教員との
質疑応答を⾏い、研究デザインを確認する。なお、学位プログラム教育会議におい
て研究指導の⽅向性について確認する。
◆「海外研究活動Ⅰ」（通年１単位選択）を必要に応じて履修：指導教員の指導を
受けた研究内容について、指導教員と連名で、かつ筆頭発表者として、海外で開催
される国際学会で発表を⾏うよう指導する。
★１年次の達成度評価を実施する（３⽉）。
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2
年
次

春

■指導教員1名・副指導教員２名により博⼠論⽂を構成する研究の実施に係る指導
を⾏う。
◆視覚障害講究Ⅱ、聴覚障害講究Ⅱ、知的・発達・⾏動障害講究Ⅱ、運動障害・病
弱講究Ⅱ、⾳声・⾔語障害講究Ⅱ、障害福祉学講究Ⅱ、障害原理論講究Ⅱのうちか
ら指導教員が担当する「講究Ⅱ」（通年１単位必修）を履修：博⼠論⽂を構成する
研究の実施ならびに研究成果の学術雑誌等への発表にかかる指導を⾏う。
◆「海外研究活動Ⅰ」／「海外研究活動Ⅱ」（各通年１単位選択）を必要に応じて
履修：指導教員の指導を受けた研究内容について、指導教員と連名で、かつ筆頭発
表者として、海外で開催される国際学会で英語での発表を⾏うよう指導する。
★２年次の達成度評価を実施する（３⽉）。秋
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■ 研究指導 ◆研究指導に関連した授業□ 研究進捗評価 ★ 達成度評価 

3
年
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春

■指導教員1名・副指導教員２名により博⼠論⽂を構成する研究の実施および成果
のまとめに係る指導を⾏う。
◆視覚障害講究Ⅲ、聴覚障害講究Ⅲ、知的・発達・⾏動障害講究Ⅲ、運動障害・病
弱講究Ⅲ、⾳声・⾔語障害講究Ⅲ、障害福祉学講究Ⅲ、障害原理論講究Ⅲのうちか
ら指導教員が担当する「講究Ⅲ」（通年１単位必修）を履修：博⼠論⽂中間発表会
における中間発表ならびに博⼠論⽂の完成・提出・最終発表（予備審査）に係る指
導を⾏う。また、研究成果の学術雑誌等への発表に係る指導を⾏う。
◆「海外研究活動Ⅰ」／「海外研究活動Ⅱ」（各通年１単位選択）を必要に応じて
履修：指導教員の指導を受けた研究内容について、指導教員と連名で、かつ筆頭発
表者として、海外で開催される国際学会で英語での発表を⾏うよう指導する。
□博⼠論⽂発表会における中間発表（標準進度では6⽉期発表会）の実施：研究の
進捗状況ならびに博⼠論⽂の完成に向けた⽅向性について、副指導教員ならびに学
位プログラム担当教員との質疑・教員からの指導助⾔を⾏う。なお、学位プログラ
ム教育会議において研究指導の⽅向性について確認する。
□博⼠論⽂発表会における最終発表・予備審査（標準進度では11⽉期発表会）の実
施：完成・提出した博⼠論⽂の内容・成果について、最終発表を⾏い、主査・副査
ならびに学位プログラム担当教員との質疑応答を⾏う。なお、学位プログラム教育
会議において、構成員による投票を⾏い予備審査の合否の判断を⾏う。
★ 最終達成度評価により学位論⽂提出要件を確認する（最終発表・予備審査時）。
□博⼠論⽂審査専⾨委員会を設置し論⽂発表・⼝頭試問による審査を実施する（標
準進度では12⽉〜1⽉での実施、必要単位を取得し論⽂審査に合格すれば3⽉修
了）。
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